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3. 水道料金改定の必要性について

⑴ 現行の水道料金表とその特徴
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1. 新潟県内で最も高額な水道料金である。
2. 用途によって料金を区分する「用途別水道料金」を採用している。
3. 「一般用、10㎥まで一律の基本料金」のように基本水量が付与されている。
4. 超過料金は、逓減単価（量が増えると安くなる）を採用している。

5. リゾートマンション内の使用者が約2,800件ある。



3. 水道料金改定の必要性について

⑵ 料金改定が必要な理由
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現行の南魚沼市水道料金について、以下の理由により
改定の必要があります。

① 大量の水を使い、大きな水道メーターを設置している事業所
と一般家庭が同じ料金になっている。

② 一般用基本料金が10㎥まで一律2,460円の設定は、使用水量
が少ない使用者は割高な負担をしている。

③ 経営状況の推移を確認すると、今後事業収支が黒字から赤字
に転換する。また、人口減少の影響で有収水量の減少が続き
収支悪化を避けることができない。



3. 水道料金改定の必要性について

⑶ 過去５年間の経営状況の推移 1
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収益的支出

2016 2017 2018 2019 2020
(H28) (H29) (H30) (R1) (R2)

維持管理費 509 512 550 570 552

減価償却費 1,140 1,085 1,073 1,067 1,060

支払利息 264 231 200 171 143

　　合　　計 1,913 1,828 1,823 1,808 1,755

損益 238 333 231 17 4
※支出は5年前に比べ　約1億6千万円の減少、△8.3％

※損益は5年前に比べ　約2億3千万円の減少

　 令和2年度純利益　約380万円

年　　度

（単位：百万円（税抜））

収益的収入

2016 2017 2018 2019 2020
(H28) (H29) (H30) (R1) (R2)

水道料金 1,518 1,528 1,465 1,431 1,331

その他収益 633 633 589 394 428

　　合　　計 2,151 2,161 2,054 1,825 1,759

（単位：百万円（税抜））

※収入は5年前に比べ　約3億9千万円の減少、△18.3％

年　　度



3. 水道料金改定の必要性について

⑶ 過去５年間の経営状況の推移 2
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資金残高

2016 2017 2018 2019 2020
(H28) (H29) (H30) (R1) (R2)

資金残高 2,283 2,565 2,658 2,256 1,969

※資金は5年前に比べ　約3億1千万円の減少、△13.8％

年　　度

（単位：百万円（税抜））

企業債

2016 2017 2018 2019 2020
(H28) (H29) (H30) (R1) (R2)

企業債残高 11,179 10,457 9,769 8,899 8,202

（単位：百万円（税抜））

※企業債は5年前に比べ　約29億8千万円の減少、△26.7％

年　　度



3. 水道料金改定の必要性について

⑷ 今後５年間の経営状況の推移見込 1
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（詳細：資料3 別紙①）

収益的収入

2023 2024 2025 2026 2027
(R5) (R6) (R7) (R8) (R9)

水道料金 1,434 1,414 1,394 1,374 1,355

その他収益 287 287 284 282 280

　　合　　計 1,721 1,701 1,678 1,656 1,635

（単位：百万円（税抜））

年　　度

※収入は5年後　約8千6百万円の減少、△5％

収益的支出

2023 2024 2025 2026 2027
(R5) (R6) (R7) (R8) (R9)

維持管理費 572 572 572 572 572

減価償却費 1,013 1,019 1,031 1,051 1,061

支払利息 81 68 59 53 49

　　合　　計 1,666 1,659 1,662 1,676 1,682

損益 55 42 16 △20 △47

※ 令和9年度純損失見込み　約4,700万円

（単位：百万円（税抜））

年　　度

※支出は5年後　約1千6百万円の増加、+1.0％



3. 水道料金改定の必要性について

⑷ 今後5年間の経営状況の推移見込 2
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（詳細：資料3 別紙①）

企業債

2023 2024 2025 2026 2027
(R5) (R6) (R7) (R8) (R9)

企業債残高 6,948 6,756 6,644 6,513 6,486

（単位：百万円（税抜））

年　　度

※企業債は5年後　約4億6千万円の減少、△6.7％

資金残高

2023 2024 2025 2026 2027
(R5) (R6) (R7) (R8) (R9)

資金残高 1,577 1,590 1,653 1,741 1,847

（単位：百万円（税抜））

年　　度

※資金は5年後　約2億7千万円の増加、+17.1％



3. 水道料金改定の必要性について

⑸ 今後の主要事業計画
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水道事業が、令和5年から令和14年の10年間に取組む主な
事業は次のとおりです。

① 畔地浄水場の整備事業費 12億8千万円
畔地浄水場の延命に必要になる最小限の電気機械設備整備と非常用
水源井戸を常用化した後も使用していく施設監視設備の更新事業

② 配水施設の整備事業費 16億3千万円
水を安定的に配るために必要な配水施設の耐震化更新及び浄水設備
の整備事業

③ 非常用水源の整備事業費 21億4千万円
災害時の大規模断水の回避と畔地浄水場の更新事業費軽減のため
「井戸水等による地域別水源方式」への移行事業

④ 老朽管路の整備事業費 19億4千万円
老朽化により漏水や赤水が発生している水道管の更新事業

（詳細：資料3 別紙②）



4. 水道料金算定の手順
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水道料金は給水サービスの対価なので、できるだけ
低廉かつ公平で需要を量質とも充足できるよう適正に
定めなければなりません。従って、水道料金の設定は
全国的な算定基準である日本水道協会策定の「水道料
金算定要領」に南魚沼市の特性を重ね、具体的な改定
金額を提案して議論を進めてまいります。

改定金額の提案に先立ち、資料3別紙③「水道料金
算定の手順」を説明させていただきます。



5. 審議委員会のスケジュール
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審議会 開催日程 主な説明と審議内容

第1回 令和4年3月24日

・水道料金の改定について諮問
・水道料金と経営状況の推移
・事業計画
・水道料金の算定方法

第2回 令和4年5月下旬
・新しい水道料金と
財政シュミレーション

第3回 令和4年6月 ・新しい水道料金について

第4回 令和4年7月 ・審議会の意見取りまとめ

第5回 令和4年8月 ・水道料金の改定について答申


